
 

★つむぎ 放課後等デイサービス支援プログラム★ 

 

① 子どもたちは、それぞれペースは違っていても、一歩ずつ発達の道筋を歩んでいます。そして、自分自身を精一杯表現してい

ます。ひとりひとりの発達段階を理解し、子どもの世界をともに楽しみつつ、その世界が広がっていくことを支援していきま

す。 

② 遊びを通して子どもの好きなこと、得意なこと、できることを発見し、楽しみながらその能力を伸ばしていきます。 

③ 自分の気持ちをまばたきや、舌の動き、指の動きなどできることを使って表現し、生活の主人公になっていく支援をします。 

④ 関係市町村及び地域の保健・医療・福祉サービス、関係機関との連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

年 月

9 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
子どもたちは、それぞれペースは違っていても、一歩ずつ発達の道筋を歩んでいます。そして、自分自身を精一杯表現しています。ひとりひとりの発達段階を理
解し、子どもの世界をともに楽しみつつ、その世界が広がっていくことを支援していきます。

事業所名 多機能型事業所つむぎ 放課後等デイサービス 作成日支援プログラム

・一人一人の認知の特性について理解し、好きなことや興味のあることを広げ、伸ばしていけるよう支援します。
・情報提示やスケジュールを視覚的なカードや写真を使ってわかりやすく伝え、活動に見通しをもって主体的に参加できるよう支援します。
・物の機能や属性、形、色、音が変化する様子の把握など遊びを通して経験できるよう支援します。

・まばたききや、舌の動き、指の動きなど自分でできる表現を使って相手に返事をしたり、自分の考えを伝えたりすることができるよう支援します。
・自分が選んだり、気持ちが相手に伝わる経験を多く持ち、自分の思いが伝わるうれしさや楽しさを日々経験できるように支援します。
・コミュニケーション機器を活用し環境の理解と意思の伝達が円滑にできるように支援します。

・基本的な信頼感を持つことができるように、環境に対する安心感、人に対する信頼感、自分に対する肯定感をはぐくむよう支援します。
・大好きな遊びを見つけて、たっぷり遊び、「もっとしたい」と次への意欲につながる関わりや支援をします。
・遊びを通して友達との関わりを深め、「ルールや順番を守る」「友達を思いやる気持ち」などの社会性を育てていきます。

支援方針

遊びを通して子どもの好きなこと、得意なこと、できることを発見し、楽しみながらその能力を伸ばしていきます。
自分の気持ちをまばたきや、舌の動き、指の動きなどできることを使って表現し、生活の主人公になっていく支援をします。
関係市町村及び地域の保健・医療・福祉サービス、関係機関との連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節イベント（お花見、子どもの日、夏の遊び、ハロウイン、クリスマス、お正月遊び、節分、ひな祭りなど）
田植え、稲刈り、もみすりなど

家族支援

保護者面談を行い、家族間の悩みや子育ての相談に応じます。
また、急な事情ができたときなど、できる範囲で対応します。 移行支援

支援会議への参加
就学時や卒業時の他機関との連携をします。

地域支援・地域連携

サービス担当者会議への参加
地域で行われるイベントや行事への参加

職員の質の向上

科学的根拠に裏付けられた専門的な知識と技能の研
鑽に努めます。
内部研修、外部研修、スーパーバイズを受ける等し
ます。

支　援　内　容

・健康状態の維持・改善：意思表示が困難である子どもの発達過程や特性に配慮してきめ細やかに観察し、必要な支援を行います。
・基本的生活のスキルの獲得：食事、排せつ、睡眠など生活に必要な基本的技能を獲得できるよう、生活の場面で適切に支援します。
・体調が悪化しないように保護者や医療機関と連携します。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持のために、一人一人に必要な活動内容を工夫します。
・季節に合わせた活動の中で、保有する視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊び等を通して支援します
・

本
人
支
援


